
市報

平成13年　　　（2001年）

感性発信都市・かすが
No.701

１月15日号

”第
９
回
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展
“

の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

県
内
小
学
生
の
応
募
作
品
４，

４
９

２
点
の
中
か
ら
、
大
賞
の
栄
冠
に
輝
い

た
の
は
、
林
田

は
や
し
だ

麻
美

あ

さ

み

さ
ん
（
北
九
州
市

立
大
蔵
小
学
校
５
年
）
の
作
品
。

こ
の
作
品
は
、
他
の
入
選
作
品
２
５

９
点
と
一
緒
に
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

日時：1月28日（日）～2月12日（月）　午前10時～午後5時�
場所：ふれあい文化センターギャラリー　※1月29日（月）と2月5日（月）は休館�
問い合わせ先：社会教育課　1（575）4121

◆ ◆ ◆� ◆ ◆ ◆�

弥
生
の
里
大
賞�

林
田
麻
美
さ
ん
（
北
九
州
市
立
大
蔵
小
学
校
５
年
）�

は
や
し
だ
あ

さ

み�
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４
月
１
日
か
ら
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機

器
再
商
品
化
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭

な
ど
か
ら
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た
家
電
製
品
の
ま
だ
使
え
る

部
品
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
資

源
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
、
家
庭
用
冷
蔵
庫
、

家
庭
用
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
に
限
る
）
の
４

品
目
で
す
。

４
月
以
降
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
廃
棄
す
る
場
合
、
消
費
者

（
費
用
負
担
）
、
家
電
小
売
店
な
ど
（
収
集
運
搬
）
、
家
電

メ
ー
カ
ー
（
再
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4月1日から
家電製品のリサイクルが

始まります

３
月
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
粗

大
ゴ
ミ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
買

替
え
や
故
障
な
ど
に
よ
り
廃
棄
す
る
と

き
は
、
市
役
所
に
電
話
で
収
集
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
費
用
は
、
製
品

の
大
き
さ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
は
、

環
境
対
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
環
境
対
策
課
）

消費者（個人・会社）�

家電メーカー�

使った人�

再　生�

回　収�

●収集運搬料金＋リサイクル料金は�
　消費者が負担します�

家電小売店�
家電量販店�
　　　など�

市許可収集業者�
㈲共栄資源管理センター�
㈲春日清掃・㈲春日総業�

まずは大切に�
使いましょう�

故障したら修理を�
消
費
者
も
費
用
の�

一
部
を
負
担
す
る�

よ
う
に
な
る
ん
だ
ね
！�

エアコン�

洗
濯
機�

テ
レ
ビ�

冷
蔵
庫�

○資源としてリサイクル�
○有害なフロンも回収処理�

消
費
者
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収

集
運
搬
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
税
別
）

▽
エ
ア
コ
ン
　
３，

５
０
０
円

▽
電
気
冷
蔵
庫
　
４，

６
０
０
円

▽
電
気
洗
濯
機
　
２，

４
０
０
円

▽
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
の
み
）

２，

７
０
０
円

収
集
運
搬
料
金

各
小
売
店
・
量
販
店
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

な
お
、
収
集
運
搬
を
地
区
の
ゴ
ミ
収

集
担
当
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

３３３３
月月月月
まままま
でででで
はははは

粗粗粗粗
大大大大
ゴゴゴゴ
ミミミミ
でででで
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昨
年
の
６
月
、
23
歳
以
上
の
す
べ
て

の
市
民
（
公
務
員
を
除
く
）
を
対
象
に
、

成
人
検
診
の
チ
ケ
ッ
ト
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
今
年
の
６
月
30

日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
だ
使
っ
て

い
な
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

医
院
で
検
診
を
受
け
る
場
合
は
、
検

診
チ
ケ
ッ
ト
に
同
封
の
案
内
で
検
診
を

行
っ
て
い
る
病
院
を
確
認
し
て
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
な
ど
で
も
、

集
団
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

集
団
検
診

申
込
方
法

検
診
チ
ケ
ッ
ト
に
付
属
の

「
予
約
用
往
復
ハ
ガ
キ
」
で
申

し
込
む
（
申
込
先
着
順
）

検
診
項
目

▽
い
き
い
き
ド
ッ
ク
▽
基

本
健
康
診
査
▽
各
種
が
ん
検
診

▽
結
核
検
診
▽
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
▽
歯
科
健
診

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

成
人
検
診
チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
歯
科

医
院
で
も
歯
科
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

医
院
で
検
診
を
受
け
る
場
合
は
、
検

診
チ
ケ
ッ
ト
に
同
封
の
案
内
に
掲
載
し

て
い
る
歯
科
医
院
に
連
絡
し
た
上
で
、

チ
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
て
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

診
察
料
は
、
い
ず
れ
も
５
０
０
円
で

す
が
、
70
歳
以
上
の
人
や
世
帯
の
構
成

者
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人
、
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
健
康
づ
く

り
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

測
定
の
結
果
か
ら
、
あ
な
た
に
合
っ

た
運
動
の
量
や
方
法
に
つ
い
て
助
言
し

ま
す
。

期
日

２
月
10
日
�
・
21
日
�

時
間

午
前
10
時
〜
、
11
時
〜
、
正
午

〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定
（
自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16
分
間
こ
ぎ

ま
す
）

▽
健
康
度
の
評
価

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２，

１
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

※

事
前
（
３
か
月
以
内
）
に
、
市
で

行
う
基
本
健
康
診
査
ま
た
は
同
程
度

の
内
容
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

はがきに縦書き、白黒で濃い
めにはっきりと描いて、表に住
所、氏名、電話番号を書いて送
ってください。ペンネームも可
（掲載した人には図書券５００円
分を進呈）。

あなたのイラスト募集中

健
康
診
断
は
お
済
み
で
す
か
？

成
人
検
診
チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
は

６
月
30
日
ま
で
に

健
康
・
保
健

t

サ
キ

ペ
ン
ネ
ー
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
商
品
を
売
買
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

（
電
子
商
取
引
）
は
、
手
軽
で
便
利
な

の
で
す
が
、
注
意
が
必
要
で
す
。

代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か

な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
お

り
、
取
引
相
手
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
泣
き
寝
入
り
す
る
場

合
も
見
ら
れ
ま
す
。

あ
く
ま
で
、個
人
の
責
任
に
お
い
て
、

取
引
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
で
も

不
安
や
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
利
用
し

な
い
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

ネ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
注
意
点

▽
信
用
で
き
る
取
引
相
手
で
あ
る
こ
と

▽
取
引
相
手
の
住
所
な
ど
を
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
以
外
で
確
認
す
る
（
住
所

や
電
話
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は

取
引
し
な
い
）

▽
取
引
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
を

印
刷
し
て
保
存
す
る

▽
代
金
の
支
払
い
方
法
や
送
料
を
確
認

す
る
。
で
き
れ
ば
、
前
払
い
は
避
け
、

商
品
を
確
認
後
入
金
す
る

▽
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
パ
ス
ワ

ー
ド
の
流
出
に
注
意
す
る

（
地
域
づ
く
り
課
）

歯
科
健
診
を
受
け

健
康
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

イイイイ
ンンンン
タタタタ
ーーーー
ネネネネ
ッッッッ
トトトト
のののの
取取取取
引引引引

トトトト
ララララ
ブブブブ
ルルルル
にににに
ごごごご
注注注注
意意意意
をををを

健
康
度
測
定

２
月
分
参
加
者
募
集
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母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
を
対
象

に
し
た
和
裁
教
室
で
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
含
め
、
わ
か
り

や
す
く
個
人
指
導
し
ま
す
。
必
要
な
用

具
は
準
備
し
ま
す
。

日
程

毎
週
木
曜
日

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
第
一

和
室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

受
講
料

無
料（
材
料
費
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会

�
（
584
）
３
９
２
２

羽
根
つ
き
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
１
日
教
室
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
10
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
６
―
28
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

募
集
人
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

２
月
８
日
�
ま
で
に
、
電

話
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
連
絡
す
る

※

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�
（
571
）
３
２
３
４

自
分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
と
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
い
方
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
筋
肉
づ
く
り
、
骨
づ
く
り
、

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
を
重
点
に
行
い
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
２
月
21
日
�
　
マ
シ
ン
の
取
り
扱
い

方

▽
２
月
28
日
�
　
ウ
エ
イ
ト
の
決
め
方

と
具
体
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

▽
３
月
７
日
�
　
自
転
車
の
取
扱
い
方

と
負
荷
の
決
め
方

▽
３
月
14
日
�
　
自
転
車
に
よ
る
具
体

的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
（
準
備
運
動
・

整
理
運
動
の
基
本
）

▽
３
月
21
日
�
　
ま
と
め

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
人

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
大
谷
６

―
28
）

受
講
料

１，

０
０
０
円

定
員

15
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

２
月
14
日
�
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�
（
571
）
３
２
３
４

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t

北
村
　
尚

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ユ
キ
ダ
ル
マ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ゾ
ロ
派
な
く
ぼ
。

ペ
ン
ネ
ー
ム

現
在
、
所
得
税
の
還
付
申
告
を
、
税

務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

２
月
16
日
か
ら
は
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
始
ま
り
、
書
類
が
集
中
す

る
た
め
、
税
金
の
還
付
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

早
目
に
申
告
を
行
い
、
早
目
に
還
付

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
を
行
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

年
金
受
給
者
を
対
象
に
、
集
中
還
付
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

住
所
地
に
関
係
な
く
だ
れ
で
も
申
告

で
き
ま
す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
１
日
�
〜
３
月
15
日
�
　
　

（
平
日
の
み
）

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分

場
所

大
同
生
命
ビ
ル
６
階
大
会
議
室
　

（
福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
12
―

33
・
ア
ク
ロ
ス
福
岡
横
）

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
分
で
正

し
く
書
い
て
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

郵
送
で
の
申
告
は
、
直
接
税
務
署
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
16
日
�
〜
３
月
15
日
�

（
平
日
の
み
）

平
成
12
年
分
の
法
定
調
書
（
給
与
支

払
報
告
書
な
ど
）
の
提
出
も
れ
が
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

１
月
31
日
�

税
金
に
つ
い
て
の
疑
問
に
、
音
声
か

文
字
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
利
用
の
場
合
）

な
ど
で
お
答
え
し
ま
す
。

電
話
番
号

�
（
475
）
２
２
２
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.taxan

ser.n
ta.go.jp

利
用
時
間

24
時
間
、
年
中
無
休

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署
（
〒
818

―
０
０
４
２
筑
紫
野
市
大
字
立

明
寺
６
５
５
―
４
）

�
（
923
）
１
４
０
０

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
た
め
の

和
裁
教
室 教
　
　
室

初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

１
日
教
室

●中央郵便局�

昭和通り�

●
九
銀
福
岡
ビ
ル�

那
珂
川�

●
ア
ク
ロ
ス
福
岡�

●
福
岡�

　
市
役
所�

地下鉄天神駅�

西
鉄
福
岡
駅�

大同生命�
ビル�

●東急ホテル�

コ
コ�

～集中還付センター～�
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「
も
う
す
ぐ
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
ん

だ
け
ど
、
な
ん
と
な
く
不
安
」
と
い
う

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
・

育
児
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

２
月
17
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
３
月
か
ら
６

月
の
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員

20
組
（
申
込
先
着
順
）

内
容

▽
夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作
▽
育
児

実
技
▽
先
輩
パ
パ
マ
マ
・
赤
ち

ゃ
ん
と
の
交
流
会

講
師

堀ほ
り

尚
子

な

お

こ

さ
ん
（
助
産
婦
）

申
込
方
法

２
月
９
日
�
ま
で
に
電
話

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

パ
パ
マ
マ
教
室

参
加
者
募
集

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

「
か
ぜ
」
と
違
い
、
39
度
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身

症
状
が
強
く
、あ
わ
せ
て
の
ど
の
痛
み
、

鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
気
管
支
炎
、
肺
炎
を
併
発
し
、
重

症
化
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
つ
け
る

▽
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

▽
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

ウ
イ
ル
ス
を
も
ら
わ
な
い

▽
人
込
み
を
避
け
る

▽
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る

冬
は
乾
燥
し
や
す
い
上
に
暖
房
器

具
の
使
用
に
よ
り
、
よ
り
乾
燥
し
や

す
い
状
況
で
す
。
加
湿
器
を
使
う
な

ど
し
て
、
湿
度
を
60
〜
70
％
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

▽
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

の
ど
の
保
温
、
保
湿
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

▽
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
と
う
が

い
を
す
る

免
疫
を
つ
け
る

▽
予
防
接
種
を
受
け
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
場
合
、
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
は
、
接
種
し

て
い
な
い
人
に
比
べ
て
、
肺
炎
で
死

亡
す
る
率
が
４
分
の
１
に
減
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
接
種
は
流
行

の
１
か
月
ぐ
ら
い
前
に
、
原
則
と
し

て
１
〜
４
週
間
の
間
を
開
け
、
２
回

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
過
去
に
流
行
し
た
と
き

の
免
疫
が
あ
る
た
め
、
１
回
の
接
種

で
も
免
疫
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

▽
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
安
静
に
す
る

▽
消
化
が
よ
く
、
ビ
タ
ミ
ン
、
た
ん
ぱ

く
質
な
ど
の
栄
養
素
を
含
む
も
の
を

食
べ
る

▽
高
熱
で
脱
水
症
状
に
な
り
や
す
い
の

で
、
し
っ
か
り
水
分
補
給
を
す
る

▽
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
、
室
温
は

20
〜
22
度
に
保
つ

▽
乾
燥
は
呼
吸
器
を
傷
め
る
の
で
、
湿

度
は
60
〜
70
％
を
目
安
に

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
の

で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
は
、
高
熱
や
体
が
だ
る
い
な

ど
の
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
は
脳
炎
や
脳

症
な
ど
の
合
併
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
高
齢
者
は
、
食
欲
が
な
か
っ
た
り
、

軽
い
不
快
感
を
訴
え
る
な
ど
い
つ
も

と
少
し
違
う
時

▽
乳
幼
児
は
、
お
茶
、
ミ
ル
ク
な
ど
の

水
分
を
と
っ
て
も
す
ぐ
に
吐
い
て
し

ま
っ
た
り
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

り
し
た
時

も
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

ら
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
、
早
く

治
す
こ
と
を
心
が
け
、
家
族
な
ど
に
う

つ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
婦
　
宮
川
は
つ
枝

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
ら

春
日
市
地
域
女
性
講
演
会

「
地
域
で
輝
く
素
敵
な
あ
な
た
へ
」

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

日
時

２
月
６
日
�
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
２
階
小
ホ

ー
ル
（
大
野
城
市
曙
町
２
―
３

―
１
）

講
師

丸
山

ま
る
や
ま

直
人

な

お

と

さ
ん
（
丸
山
病
院
副

医
院
長
）

定
員

１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
１
月
31
日
�
ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

保
健
課
健
康
増
進
係

�
（
513
）
５
５
８
３

5
（
592
）
８
４
４
４

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
特
に
地
域
活
動
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
開

講
座
で
す
。

参
加
は
無
料
で
、託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時

２
月
７
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

市
役
所
４
０
４
〜
４
０
６
会
議

室

講
師

三
隅

み

す

み

佳
子

よ

し

こ

さ
ん
（
北
九
州
市
立

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ム
ー
ブ
」
所

長
）

申
込
方
法

２
月
５
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月
１

日
�
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政

策
課

肝
が
ん
予
防
普
及
啓
発
大
会
講
演
会

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
正
し
い
知
識
と

そ
の
予
防
」 講

　
　
演

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
気
を
つ
け
て
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放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

大
学
教
育
を
行
う
正
規
の
４
年
制
大
学

で
す
。

興
味
や
目
的
に
応
じ
て
１
科
目
か
ら

学
べ
る
ほ
か
、
所
定
の
単
位
を
修
得
し

て
卒
業
す
る
と
学
士
（
教
養
）
の
学
位

も
取
得
で
き
ま
す
。

学
生
の
種
類

▽
全
科
履
修
生

満
18
歳
以
上
で
、
大
学
卒
業
を
目
指

す
人
（
最
高
10
年
間
在
籍
可
）

▽
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

満
15
歳
以
上
で
、
広
く
教
養
を
身
に

つ
け
た
い
人
（
在
籍
期
間
は
、
選
科

は
１
年
間
、
科
目
は
６
か
月
間
）

※

い
ず
れ
も
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ

ん
。

出
願
受
付
期
限

２
月
15
日
�

※

出
願
方
法
や
資
料
請
求
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
福
岡
学
習

セ
ン
タ
ー

�
（
473
）
１
３
６
５

5
（
473
）
１
３
６
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.u
-air.ac.jp

/h
p

募
集
科
目
・
受
講
期
間
・
定
員

▽
自
動
車
整
備
科
・
２
年
・
20
人

▽
空
調
シ
ス
テ
ム
科
・
１
年
・
30
人

▽
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
・
１
年
・
30
人

▽
電
子
計
算
機
科
・
１
年
・
30
人

▽
電
気
設
備
科
・
１
年
・
30
人

応
募
資
格

３
月
に
高
等
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
人
、
お
よ
び
卒
業
し

た
人
で
30
歳
以
下
の
人

※

こ
の
ほ
か
、
中
学
校
を
卒
業
し
た

人
を
対
象
と
し
た
総
合
建
築
科
、
Ｏ

Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

応
募
期
限

２
月
13
日
�

試
験
日

２
月
27
日
�

※
　
受
験
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
福
岡
高
等
技
術

専
門
校

�
（
681
）
０
２
６
１

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
43
の
国
と
地
域
か

ら
子
ど
も
た
ち
（
こ
ど
も
大
使
）
を
福

岡
に
招
き
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

言
葉
や
文
化
、
国
境
を
越
え
た
交
流
を

行
う
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

７
月
16
日
�
〜

27
日
�

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t
川
久
保
　
舞
子
さ
ん

t

Ｓ
Ｋ
Ｙ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ま
ろ
や
ん

ペ
ン
ネ
ー
ム

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

委
員
は
、
年
に
３
回
程
度
開
催
さ
れ

る
審
議
会
に
出
席
し
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
の
代
表
と
し
て
、
国
保
運

営
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員

３
人

応
募
資
格

市
内
に
住
み
、
国
民
健
康

保
険
運
営
に
関
心
の
あ
る
20
歳

以
上
の
人
で
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
（
す
で
に
春
日
市
の

附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
る
人
は
除
く
）

任
期

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法

国
保
年
金
課
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
「
国
民
健
康
保

険
」
の
テ
ー
マ
で
書
い
た
１，

２
０
０
字
程
度
の
小
論
文
を
添

え
て
、
２
月
９
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
提
出
す
る
（
郵
送
可
）

選
考

１
次
書
類
選
考
、
２
次
面
接

（
本
人
へ
通
知
し
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

国
保
担
当

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
13
年
度
放
送
大
学
学
生
募
集

募
　
　
集

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

平
成
13
年
度
生
徒
募
集

※

最
終
日
は
飛
行
機
の
便
の
都
合
で

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

募
集
家
庭
数
（
春
日
市
受
け
入
れ
分
）

▽
こ
ど
も
大
使
　
８
家
庭

▽
シ
ャ
ペ
ロ
ン
（
引
率
者
）

１
家
庭

※

通
学
体
験
の
関
係
で
、
小
学
生

（
新
５
・
６
年
生
）
の
い
る
家
庭
を

優
先
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
多
数
の

場
合
は
受
け
入
れ
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

２
月
13
日
�
（
必
着
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
　

�
（
575
）
４
１
２
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
興
味
が

あ
り
、
地
域
で
の
福
祉
活
動
に
参
加
し

て
い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
参
加
し
よ
う

と
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

日
程

２
月
27
日
�
・
28
日
�
・
３
月

１
日
�
・
２
日
�
・
５
日
�
・

６
日
�
・
７
日
�
・
８
日
�
・

27
日
�
と
、
３
月
９
日
�
〜
26

日
�
の
間
の
平
日
１
回

会
場

市
役
所
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

ほ
か

定
員

13
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

受
講
料

４，

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

申
込
方
法

高
齢
障
害
課
窓
口
に
あ
る

申
請
書
に
、
志
望
動
機
を
２
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文
を

添
え
て
提
出
す
る

受
付
期
間

１
月
15
日
�
〜
22
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・
イ
ン

福
岡
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

３
級
課
程
一
般
受
講
者
募
集
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高
齢
者
、
障
害
者
、
母
子
家
庭
な
ど

を
対
象
に
、
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
入
居
希
望
者
は
市
か
ら
推

薦
し
ま
す
。

申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
、
次
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

入
居
資
格

▽
入
居
名
義
人
は
、
高
齢
者
、
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）、
母
子
世
帯

に
属
す
る
人
の
う
ち
、
成
年
者
（
20

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）で
あ
り
、

同
居
中
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
人

▽
収
入
基
準
に
合
う
人
（
一
般
世
帯
の

場
合
、
月
収
額
２
０
０，

０
０
０
円

以
下
。
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど

の
場
合
、
月
収
額
２
６
８，

０
０
０

円
以
下
）

▽
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

▽
過
去
に
県
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た

人
に
つ
い
て
は
、
不
正
な
使
用
（
無

断
退
去
、
家
賃
滞
納
な
ど
）
を
し
た

こ
と
が
な
い
こ
と

▽
共
同
生
活
を
円
満
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
人

▽
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
が
払
え
る

人
▽
外
国
人
に
つ
い
て
は
外
国
人
登
録
を

行
っ
て
い
る
人

▽
入
居
に
際
し
て
連
帯
保
証
人
の
連
署

（
印
鑑
登
録
済
証
明
書
お
よ
び
所
得

証
明
書
の
添
付
）
を
取
得
で
き
る
人

※

連
帯
保
証
人
は
、
福
岡
県
内
に
住

む
人
で
、
独
立
の
生
計
を
営
み
、
申

込
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入
が
あ
る

人
。
で
き
る
限
り
親
族
。

申
込
期
限

１
月
25
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

※

こ
の
募
集
は
市
が
入
居
者
の
推
薦

を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
入
居
者

の
決
定
は
福
岡
県
が
行
う
た
め
、
市

か
ら
推
薦
さ
れ
て
も
入
居
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

春
休
み
に
、
海
外
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
同
世
代
の
青
少
年
と
交
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
春
休
み

海
外
派
遣
事
業

対
象

中
学
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

期
間

３
月
25
日
�
〜
４
月
７
日
�

内
容

学
校
体
験
、
英
語
研
修
、
地
域

見
学
、
文
化
交
流
会
な
ど

派
遣
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
選
択

募
集
人
員

各
20
〜
30
人

※
　
書
類
審
査
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

参
加
費

38
〜
40
万
円

応
募
期
限

２
月
５
日
�

○
南
の
島
丸
ご
と
体
験
学
校
〜
サ
イ
パ

ン
編
〜

市
が
推
薦
し
ま
す

新
築
県
営
住
宅
（
特
定
目
的
住
宅
）

入
居
者
募
集

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

期
間

３
月
27
日
�
〜
30
日
�

内
容

海
で
の
活
動
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
冒

険
、
文
化
交
流
会
な
ど

派
遣
先

北
マ
リ
ア
ナ
連
邦
サ
イ
パ
ン

募
集
人
員

１
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

14
万
円
程
度

応
募
期
限

２
月
16
日
�

※

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

�
国
際
青
少
年
研
修

協
会

�
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２

１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kskk@
ta
2
.so

-

n
et.n

e.jp

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
急

用
や
旅
行
な
ど
で
家
族
が
介
護
で
き
な

い
時
に
、
高
齢
者
が
施
設
に
宿
泊
し
な

が
ら
介
護
や
機
能
訓
練
を
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
度
別
に
半

年
単
位
で
利
用
日
数
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
が
、そ
の
日
数
で
不
足
す
る
場
合
は
、

「
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
」
の
支
給
限
度

額
の
残
額
を
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
の

利
用
に
振
替
え
る
こ
と
で
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
数
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
、
こ
の
「
振
替
可
能
日
数
」
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
振
替
利
用
を
す

る
場
合
の
注
意
点

①
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
「
介
護
支

援
専
門
員
」
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
に
必
ず
相
談
し
て
手
続

き
を
代
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

②
表
の
「
基
本
日
数
」
を
超
え
て
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
見
込
み
が

な
け
れ
ば
、
振
替
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
③
春
日
市
と
契
約
し
て
い
な
い
施
設
で

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
振
替
利
用
す
る

と
、
利
用
料
を
一
旦
全
額
お
支
払
い

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

春
休
み
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

介
護
保
険
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
日
数

が
変
わ
り
ま
し
た

平成13年１月～12月のショートステイ利用可能日数�

�

要支援�

要介護１�

要介護２�

要介護３�

要介護４�

要介護５�

　基本日数��

　７日／半年�

１４日／半年�

１４日／半年�

２１日／半年�

２１日／半年�

４２日／半年�

振替可能日数（変更前）�

　６日／月　（ ７日／月）�

１６日／月　（１４日／月）�

１８日／月　（１４日／月）�

２４日／月　（１４日／月）�

２７日／月　（１４日／月�

３０日／月　（１４日／月）�

そ

の

他

特定目的住宅募集内容�

※　募集戸数は福岡県下全域で入居可能な数です。�
※　入居時期については工事の状況、入居手続きなどの関係で変更になる場
　合があります。�
※　千代団地の車いす対応型、1LDKについては小規模世帯向け住宅のため、
　2人以下の世帯（単身世帯もしくは2人世帯）が入居対象となります。なお、
　単身で入居する場合は年齢などの制限があります。�

団地名� 所在地� 車いす�
対応型�

戸　　数�

計�
入居時期�
（予定）�母子・高齢者�

・障害者用�

千代団地�
福岡市博多区�
千代1丁目485

1ＬＤＫ  1戸�
3ＬＤＫ  1戸�3ＬＤＫ  7戸�9戸�4月中旬�

西戸崎団地�
福岡市東区�
西戸崎� 3ＬＤＫ  1戸� 1戸�4月下旬�

大君団地� 芦屋町山鹿大君� 3ＬＤＫ  3戸�3戸�6月以降�

西町団地� 久留米市西町502 3ＬＤＫ  1戸�1戸�5月上旬�

小森野団地�
久留米市小森野�
2丁目� 3ＬＤＫ  4戸�4戸�4月下旬�

田主丸団地�田主丸町田主丸� 3ＬＤＫ  1戸�3ＬＤＫ  1戸�2戸�4月下旬�
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交

流
活
動
を
計
画
し
て
い
る
５
人
以
上
の

市
民
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
活
動
資
金

を
補
助
し
ま
す
。

対
象

３
月
１
日
�
か
ら
６
月
30
日
�

ま
で
に
実
施
予
定
の
国
際
交
流

活
動
や
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

補
助
額

30
万
円
を
上
限
に
、
経
費
の
　

か
ら
　
を
補
助

申
請
期
限

２
月
28
日
�

対
象
活
動
例

▽
国
際
交
流
の
た
め
の
講
演
会

▽
外
国
人
留
学
生
と
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

※

６
月
30
日
以
降
に
実
施
す
る
事
業

に
つ
い
て
も
、
随
時
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

国
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
（
期
間

入
札
）
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

物
件

若
葉
台
東
５
―
１
２
５（
土
地
）

面
積

２
８
８
・
０
１
㎡

入
札
期
間

２
月
１
日
�
〜
９
日
�

開
札
日

２
月
16
日
�

※

入
札
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
財
務
支
局
管
財

部

�
（
411
）
７
２
８
１

「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を
記

念
す
る
植
樹
を
市
民
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
９
月
に
、
こ
れ
に
賛
同
す
る
人

た
ち
１
５
３
人
で「
記
念
植
樹
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
、
「
何
の
木
を
植
え
よ
う
か
」

「
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
こ
う
か
」
な

ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
植
樹
は
３
月
ご
ろ
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

参
加
費

一
口
５
０
０
円

申
込
期
限

１
月
31
日
�

申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
先

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
記

念
植
樹
委
員
会
代
表
　
中
嶋

な
か
し
ま

5
（
501
）
８
８
３
５

問
い
合
わ
せ
先

春
口

は
る
ぐ
ち

�
（
584
）
６
３
５
５
（
5
兼
用
）

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親

族
で
、
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

11
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
資
格
を

有
す
る
人
が
、
同
三
親
等
内
親
族
に
い

な
く
な
っ
た
人
を
対
象
に
、
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
24
万
円
で
６
年
償
還

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

応
援
し
ま
す
。
市
民
の
国
際
交
流

春
日
市
国
際
交
流
基
金

お
な
か
が
痛
い
時
、
特
に
小
中
学
生

の
腹
痛
は
す
ぐ
に
盲
腸
炎
で
は
な
い
か

と
考
え
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ん
は
盲
腸
炎
と
い

う
病
名
を
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が「

盲
腸
」
と
は
、
図
の
よ
う
に
大
腸
の
始

ま
り
の
部
分
を
い
い
ま
す
。
こ
の
盲
腸

の
先
端
に
あ
る
草
食
動
物
の
名
残
と
い

わ
れ
る
虫
垂
の
部
分
に
炎
症
が
起
き
た

も
の
が
「
虫
垂
炎
」
で
、
こ
れ
が
正
式

の
病
名
で
す
。

最
初
は
お
な
か
全
体
の
痛
み
や
吐
き

気
が
あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
お
な
か
の

右
下
に
痛
み
が
集
中
し
て
き
ま
す
。
こ

こ
を
お
さ
え
て
強
い
痛
み
が
あ
っ
た
り
、

セ
キ
を
し
た
と
き
や
歩
く
と
き
に
ひ
び

く
よ
う
な
痛
み
が
出
て
く
る
と
、
大
分

進
ん
だ
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
腹
膜
の
刺
激
症
状
で
す
。

私
た
ち
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
腹
痛

→

盲
腸
炎→

手
術
の
図
式
が
あ
り
、
私

も
中
学
生
の
時
に
手
術
を
受
け
て
い
ま

す
。
手
術
を
す
る
か
し
な
い
か
の
判
断

を
す
る
際
は
、
症
状
と
と
も
に
白
血
球

の
数
な
ど
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
高
齢
者
や
、
す
で
に
治
療
を
受
け

て
い
る
人
の
場
合
は
あ
ま
り
参
考
に
な

り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
超
音
波
検
査（
エ

コ
ー
）
で
虫
垂
の
腫は

れ
具
合
や
膿う

み

が
た

ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
た
め
、

診
断
の
参
考
に
な
り
ま
す
。
手
術
の
傷

は
、
炎
症
が
少
な
く
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
、
小
さ
く
て
す
み
ま
す
が
、
一
方
で

は
そ
の
時
期
に
手
術
を
す
べ
き
か
議
論

の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
近
年
、
腹
腔
鏡
下
の
虫
垂
切
除

術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術
は

傷
口
が
小
さ
く
き
れ
い
で
、
美
容
上
の

有
利
性
や
他
の
病
気
を
見
つ
け
や
す
い

利
点
は
あ
り
ま
す
が
、
全
身
麻
酔
が
必

要
で
す
。

来
院
す
る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
手
術

を
覚
悟
し
て
受
診
さ
れ
ま
す
が
、
現
在

は
炎
症
を
抑
え
る
い
ろ
い
ろ
な
抗
生
物

質
を
始
め
多
く
の
薬
の
お
か
げ
で
、
手

術
を
必
要
と
す
る
虫
垂
炎
は
激
減
し
て

い
ま
す
。
破
れ
る
程
に
進
ん
だ
症
例
を

除
き
、
１
〜
２
日
間
、
抗
生
物
質
を
投

与
し
て
様
子
を
み
ま
す
が
、
大
部
分
は

そ
れ
で
治
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
10

〜
20
％
の
割
合
で
再
発
が
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
小
児
で
は
病

状
の
進
行
が
早
く
一
晩
で
破
れ
る
こ
と

も
あ
り
、診
断
に
迷
う
事
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
外
科
医
の
多
く
は
、
手
術
の

第
一
歩
が
虫
垂
切
除
術
か
ら
始
ま
り
ま

す
が
、
何
例
経
験
し
て
も
治
る
ま
で
は

心
の
休
ま
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

98

野
北
外
科
胃
腸
科
医
院
　

野
北
　
英
樹

現
代
盲
腸
炎
考

1
3

1
2

の
記
名
国
債

請
求
期
間

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課
厚
生
担
当

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
に
、
環
境
家
計
簿
を
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

温
暖
化
の
防
止
に
は
Ｃ
Ｏ
2

の
削
減

が
大
切
で
す
。
こ
の
環
境
家
計
簿
を
使

え
ば
、
家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
量

が
簡
単
に
計
算
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら

Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
環
境
家
計
簿
の
部
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

早
め
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

環
境
対
策
課

移
転
先

福
岡
市
博
多
区
下
臼
井
７
７

８
―
１
福
岡
空
港
国
内
線
第
３

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
（
福
岡
空

港
警
察
署
横
）

�
（
623
）
２
４
０
０

国
有
地
の
一
般
競
争
入
札

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
で
植
樹
し
ま
せ
ん
か

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
の
支
給

Ｃ
Ｏ
2

を
（
二
酸
化
炭
素
）
削
減
し
よ
う

環
境
家
計
簿
を
無
料
配
布
し
ま
す

福
岡
入
国
管
理
局
が

移
転
し
ま
し
た
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（
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ
）

あ
る
日
、
お
爺
さ
ん
が
川
で
洗
濯
を

し
て
い
る
と
、
大
き
な
桃
が
流
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
桃
を
拾
っ
て
切
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
中
か
ら
女
の
子
が
現
れ
ま

し
た
。

お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん
は
、
そ
の
子

に
「
桃
子
」
と
名
付
け
、
二
人
で
育
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
子
育
て
の
喜
び

も
苦
労
も
二
人
で
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、

か
わ
い
い
「
桃
子
」
の
成
長
を
実
感
す

る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

桃
子
は
驚
く
ほ
ど
の
早
さ
で
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
女
の
子
が
普
通
に
好
む

よ
う
な
雛

ひ
い
な

遊
び
や
貝
合
せ
な
ど
に
は
見

向
き
も
し
ま
せ
ん
。
お
婆
さ
ん
や
お
爺

さ
ん
に
つ
い
て
山
へ
行
っ
て
は
、
高
い

木
に
登
っ
た
り
木
の
枝
で
剣
の
稽
古

け

い

こ

を

し
た
り
す
る
の
で
す
。

「
こ
れ
こ
れ
、
お
前
は
女
の
子
な
ん
だ

か
ら
、
も
っ
と
女
の
子
ら
し
い
遊
び
を

し
な
さ
い
」

お
爺
さ
ん
は
見
兼
ね
て
そ
う
言
う
の

で
す
が
、
お
婆
さ
ん
が
、

「
あ
な
た
の
好
き
な
こ
と
を
や
れ
ば
い

い
の
で
す
よ
」

と
言
う
も
の
で
す
か
ら
、
き
き
め
が
あ

り
ま
せ
ん
。

と
う
と
う
、
お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん

と
で
言
い
争
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
そ
も
そ
も
、
『
男
ら
し
い
』
と
か
『

女
ら
し
い
』
と
か
は
、
だ
れ
が
決
め
た

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
」

お
婆
さ
ん
は
い
き
な
り
要

か
な
め

の
点
を
突

い
て
き
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
も
の
は
、
昔
か
ら
決
ま
っ
て

る
。
常
識
だ
」

だ
れ
が
決
め
た
か
な
ん
て
考
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
常
識
は
、
世
の
中
が
変
わ
れ
ば
、
そ

れ
に
つ
れ
て
変
わ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
」

「
常
識
が
、
変
わ
る
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
あ
な
た
は
、
『
春
ら
し
い

花
』
と
い
っ
た
ら
、
何
の
花
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
」

「
そ
れ
は
、
桜
に
決
ま
っ
て
る
」

「
で
も
、
貴
族
の
方
々
の
間
で
は
、
か

つ
て
は
、
『
花
』
と
い
え
ば
、
普
通
は

梅
の
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
よ
」

「
梅
・
・
・
・
」

「
し
か
も
、
も
っ
ぱ
ら
白
梅
で
し
た
。

で
も
、
こ
の
ご
ろ
で
は
、
紅
梅
が
時
流

は

や

り

で
す
わ
ね
」（
注
）

「
・
・
・
・
・
」

「
あ
な
た
は
、
桃
子
に
も
し
も
の
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
涙
を
流
し
ま
す
か
？
」

唐
突
な
問
い
に
、
お
爺
さ
ん
は
、

「
あ
、
当
り
前
の
こ
と
を
聞
く
な
。
大

声
で
泣
く
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
」

と
、
少
し
怒
っ
て
答
え
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
が
、ず
う
っ
と
先
の
世
で
は
、

男
が
涙
を
流
す
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と

だ
、
男
は
泣
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」

そ
ん
な
馬
鹿
な
、と
思
い
ま
し
た
が
、

お
爺
さ
ん
は
黙
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
と
、
山
向
こ
う
で
竹
か
ら
生
ま
れ

た
と
い
う
女
の
子
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
そ
の
子
は
、
並
み
居
る
公
達

き
ん
だ
ち

の
求
婚
に
も
応
じ
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
、

帝み
か
ど

の
求
め
を
も
拒
ん
で
、
去
っ
て
行
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
『
常
識
』

か
ら
見
れ
ば
、
と
ん
で
も
な
い
不
届
き

な
行
い
で
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
生
き

方
も
あ
り
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
気
が
し
て
き
ま
し
た
。
帝
に
寵
愛

ち
ょ
う
あ
い

さ

れ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
女
に
と
っ
て
幸

せ
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な

ら
ば
、
桃
子
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
る

の
が
、
こ
の
子
の
幸
せ
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
お
爺
さ
ん
も
、
い
つ
の
間
に
か

『
非
常
識
』
な
考
え
方
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、

桃
子
は
木
登
り
や
剣
の
稽
古
を
す
る
一

方
で
、
気
が
向
け
ば
、
洗
濯
や
炊
事
の

手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

髪
を
伸
ば
す
年
ご
ろ
に
な
っ
て
も
、

肩
ま
で
の
長
さ
に
切
り
揃
え
て
颯
爽

さ
っ
そ
う

と

し
て
い
ま
す
。
お
爺
さ
ん
は
、
そ
れ
は

そ
れ
で
な
か
な
か
魅
力
的
だ
と
思
っ
た

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
注
）『

枕
草
子
』
に
、
「
木
の
花
は
、
梅

の
、
濃
く
も
薄
く
も
、
紅
梅
」
と
あ
り

ま
す
。
な
お
、
『
万
葉
集
』
に
は
、
梅

を
詠
ん
だ
歌
は
一
一
八
首
（
桜
の
約
３

倍
）
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
白
梅
で
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
自
転
車
▽
小
学
校
中
〜
高
学
年
向
き

▽
紫
色
▽
３
千
円
ぐ
ら
い
▽
島
田

し

ま

だ

�
０

９
０
―
４
３
４
６
―
７
７
２
８

●
女
性
用
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
ハ
ー
フ
セ

ッ
ト
▽
千
円
●
博
多
人
形
▽
抹
茶
を
飲

む
姿
▽
ケ
ー
ス
付
き
▽
２
千
円
●
裏
千

家
の
茶
道
の
教
本
▽
17
冊
▽
各
１
０
０

円
▽
で
き
れ
ば
セ
ッ
ト
で
●
着
物
用
バ

ッ
グ
▽
２
０
０
円
▽
吉
本

よ
し
も
と

�
（
501
）
３

０
１
７

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
自
転
車
▽
26
ま
た
は
27
イ
ン
チ
▽
２

千
円
ぐ
ら
い
▽
島
田

し

ま

だ

�
０
９
０
―
４
３

４
６
―
７
７
２
８

●
春
日
第
一
・
第
二
、
春
日
西
幼
稚
園

の
男
児
用
制
服
、
帽
子
、
ス
モ
ッ
ク
、

体
操
服
▽
１
１
０
〜
１
２
０
㎝
▽
３
月

末
ま
で
に
受
け
取
り
希
望
▽
で
き
れ
ば

無
料
で
▽
馬
場

ば

ば

�
（
586
）
０
０
７
２

●
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
カ
ー
ペ
ッ
ト
▽
４
畳

半
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
▽
無
料
で
▽
仲
村

な
か
む
ら

�
（
582
）
８
５
３
１

●
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
●
冷
蔵
庫
●
ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
●
布
団
類
●
テ
レ
ビ
●
ス

ト
ー
ブ
●
扇
風
機
●
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド

▽
い
ず
れ
も
無
料
で
▽
友
田

と

も

だ

�
（
587
）

６
６
２
３

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
は
》

■
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

品
物
名
（
色
、
サ
イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳

し
く
）、
有
料
・
無
料
の
別
（
有
料
の

場
合
は
１
万
円
を
上
限
と
す
る
希
望
価

格
）
な
ど
を
書
い
て
市
役
所
秘
書
広
報

課
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。

品
物
の
引
き
取
り
方
法
や
ク
レ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事
者
間
で

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
先
方
へ
の
電
話
は
、
１
月

15
日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
は
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
８
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７

４
―
１
）

申
込
方
法

１
月
19
日
�
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

（
先
着
５
人
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�
（
922
）
２
８
８
１

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

現
代
風
桃
太
郎�

　
　
「
桃
子
の
挑
戦
」�



自
己
負
担
額
が�

　
変
わ
り
ま
し
た�

医
療
保
険
制
度
の
改
正�

老
人
保
健
の
主
な
改
正
点�

国
保
の
主
な
改
正
点�

医療費の�
一部負担�

高額医療費�
支給（新設）�

入院時の�
食事負担�

老人訪問看護�
基本利用料�

外来1日 530円�
　　（月4回まで）�
入院1日 1,200円�

外来・入院とも原則として�
医療費の1割�
（ただし、上限額が決められています）�

1日当たり780円�
（低所得世帯は従来どおり）�

費用の1割か1日600円の定額負担�
（ただし、上限が決められています）�

●一般世帯�
　63,600円＋｛（かかった医療費）ー318,000円｝×1%
●上位所得世帯（基礎控除後の所得が670万円を超える世帯）�
　121,800円＋｛（かかった医療費）ー609,000円｝×1%

●低所得世帯（市県民税非課税世帯など）�
　35,400円のまま据置き�

①の一部負担金について同一世帯で二人�
以上の高齢者の負担が高額になったとき�
などには払い戻されます�

1日 760円�

1日 250円�

1か月 63,600円�

①�

②�

③�

④�

海外療養費�

住所地特例�

海外で医療を受けた場合にも、国民健康保険の給�
付の範囲で、支給が受けられるようになりました�

1日当たり780円（低所得世帯は従来どおり）�

長期入院一般についても入院前の住所地�
の市（区）町村の国保の被保険者となります�

ー�

ー�

1日 760円�

特別養護老人ホームおよび�
介護保険施設等の入所者は、�
入所前の市（区）町村の国保�
の被保険者�

③�

④�

高額医療費�
の自己負担�
限度額�

入院時の�
食事負担�

①�

②�

改正前� 改正後�
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春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き

る
お
や
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

材
料
（
８
人
分
）

▽
ゆ
で
あ
ず
き
　
２
０
０
ｇ
▽
サ
ツ
マ

イ
モ
　
１
５
０
ｇ
▽
そ
ば
粉
　
大
さ
じ

２（
そ
ば
粉
が
手
に
入
ら
な
い
場
合
は
、

強
力
粉
大
さ
じ
２
に
片
栗
粉
小
さ
じ
２

を
加
え
た
も
の
で
代
用
）
▽
プ
ロ
セ
ス

チ
ー
ズ
　
40
ｇ
▽
牛
乳
　
大
さ
じ
３

作
り
方

①

き
れ
い
に
洗
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、

皮
付
き
の
ま
ま
７
〜
８
㎜
角
の
さ
い

こ
ろ
型
に
切
る
。

②

チ
ー
ズ
を
５
㎜
角
の
棒
状
に
切
る
。

③

ゆ
で
あ
ず
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
そ

ば
粉
に
、
牛
乳
を
加
え
て
練
る
。

④

③
を
半
分
ず
つ
ラ
ッ
プ
に
く
る
み
、

約
８
〜
９
分
（
サ
ツ
マ
イ
モ
に
火
が

通
る
ま
で
）電
子
レ
ン
ジ
に
か
け
る
。

⑤

④
を
広
げ
、
中
心
部
に
②
の
チ
ー

ズ
を
入
れ
、
再
び
ラ
ッ
プ
に
く
る
ん

で
、
形
を
棒
状
に
整
え
、
冷
蔵
庫
で

冷
ま
す
。
冷
め
た
ら
、
５
㎜
〜
１
㎝

程
度
の
薄
さ
に
切
り
分
け
る
。

一
人
分
熱
量

１
０
５
㌔
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

今
月
の
健
康
料
理�

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
を
対

象
と
し
た
職
場
説
明
会
で
す
。
参
加
は

無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

日
時

２
月
４
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
　
　

（
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

棟
大
ホ
ー
ル
（
原
町
３
―
１
―

７
）

内
容

▽
福
祉
施
設
職
員
と
の
面
談
コ

ー
ナ
ー
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全

国
福
祉
求
人
検
索
コ
ー
ナ
ー
▽

福
祉
関
係
資
格
取
得
相
談
コ
ー

ナ
ー
▽
求
職
登
録
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
▽
資
料
情
報
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー

�
（
584
）
３
３
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.sh

akyo.or.jp
/h
ot/

福
祉
の
職
場
説
明
会
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21
世
紀
最
初
の
お
正
月
は
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
百
年
の
節
目
に
、

新
世
紀
に
向
け
て
の
思
い
を
新
た
に
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、
お
正

月
と
い
え
ば
決
ま
っ
て
人
か
ら
聞
か
れ

る
の
が
「
あ
な
た
の
今
年
の
抱
負
は

何
？
」。
市
役
所
で
も
、
外
国
語
指
導

助
手
か
ら
「W

h
a
t ,s

y
o
u
r
N
e
w

Y
ear ,s

reso
lu
sio

n

（
あ
な
た
の
新

年
の
抱
負
は
）?

」
と
聞
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
▼
英
語
の
決
ま
り
文
句
な
の

で
適
当
に
答
え
て
そ
の
場
を
し
の
い
だ

も
の
の
、
後
で
辞
書
を
引
く
と
、
ど
こ

に
も
「
抱
負
」
な
ど
と
い
う
訳
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
今
年

こ
そ
は
、
と
誓
う
新
年
の
決
意
」
と
書

い
て
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
困
り

ま
し
た
▼
一
方
で
国
語
の
辞
書
に
は
、

「
抱
負
」
は

”現
在
、
心
に
抱
い
て
い

る
思
い
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
プ

ロ
セ
ス
は
含
ま
な
い
“
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
過
程
で
の
努
力
ま
で
は
言
及
し
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ほ

っ
と
し
ま
し
た
▼
が
、
そ
れ
も
つ
か
の

間
、
後
日
、
わ
が
子
に
新
年
の
抱
負
を

問
う
と
「
お
父
さ
ん
、
今
年
こ
そ
は
英

検
○
級
に
受
か
ら
な
い
か
ん
っ
ち
ゃ
な

い
と
」
と
先
手
を
打
た
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
抱
負
で
は
な
く
、
決

意
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で

す
。

（
後
）

新
年
の
抱
負
と
決
意

寒い日が続き、風邪がはやっています。外から帰ったら、
ちゃんと手洗いやうがいをしていますか。
毎日、規則正しい生活（早寝早起き）を送り、栄養たっぷ
りの食事をとって風邪を予防しましょうね。
寒くなると家の中にとじこもりがちになります。親子で一
緒に外に出て、冬の自然にふれてみませんか。冬しか見るこ
とができないすてきな景色に出会えるかもしれませんよ。

市内の保育所（園）�

１月17日（水） 正月遊びの会
１月18日（木） 誕生会　　　お正月あそび
１月19日（金） おはなし会
１月23日（火） おはなし会
１月24日（水） 伝承あそびの会
１月25日（木） なかよしクラブ
１月27日（土） ワイワイくらぶ

講演会「絵本について」
１月31日（水） 人形劇を見よう！
２月２日（金） 節分・誕生会　　　まめまき
２月５日（月） もちつき大会
２月８日（木） 誕生会
２月13日（火） 一緒に遊ぼう会
２月14日（水） 春を呼ぶ会
２月15日（木） おはなし会　　　誕生会
２月16日（金） おはなし会　　　誕生会＆おたのしみ会
２月22日（木） なかよしクラブ
２月24日（土） いないいないばー　　　ワイワイくらぶ
２月27日（火） おはなし会
３月２日（金） 誕生会　　　誕生会＆おたのしみ会

ひな祭り・お茶会　　　ひなまつり会
３月７日（水） おたのしみ会
３月８日（木） 誕生会
３月９日（金） 誕生会
３月10日（土） ワイワイくらぶ　　　親子ふれあい音楽あそび

おわかれ遠足　　　クッキーづくり
３月13日（火） 一緒にあそぼう会
３月14日（木） なかよしクラブ
※ 詳しい内容や時間については各保育所にお問い合わせください。

このコーナーは、保育所の保育士が担当しています。
掲載は奇数月の15日号です。
ご意見、ご感想をお寄せください。（こども未来課）

伝伝伝伝承承承承遊遊遊遊びびびび
昔からのあそび、次の
世代にも伝えたいです
ね。
・たこあげ・はねつき・
こままわし・ふく笑
い・カルタとり・すご
ろくなどのお正月あそ
び
・おはじき・めんこ・ビ
ーだま
・竹馬・けん玉などのあ
そびもあります。

今
年
の
干
支
を
使
っ
た
、
簡
単
に
つ
く
れ
る
あ

そ
び
を
紹
介
し
ま
す
。
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市の人口
※　市報かすがは森林資源を守るため古紙配合率80%の再生紙を使用しています。
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障害者福祉についての理解を深めること
などを目的に制定された12月９日の「障害
者の日」にちなんで、市内でさまざまな催
しが行われました。
福祉ぱれっと館では、12月10日に「ふ

れあいまつり」を開催。障害を持つ人もそ
うでない人も一緒になって、風船バレーや
もちつきなどを楽しみました。
また、スポーツセンターなどでは「障害

者スポーツ大会」を開催。水泳、テニス、
グラウンドゴルフの３種目が行われ、参加
者たちは気持ちよく汗を流していました。

12月９日、ふれあい文化センターで人権週間講演会
が開かれ、筑紫野市教育委員会の安河内

や す こ う ち

興二
こ う じ

さんが「女
と男、共に歩こう21世紀」と題して講演しました。
これは、市民の人権問題に対する正しい認識と理解を

深めるために、市が主催したもので、約300人が熱心に
耳を傾けました。
安河内さんは、客席に下りて市民と対話するなど、穏

やかな雰囲気のなかで、家庭や職場、そして学校に残る
男女差別の因習や慣習について話しました。
「これまで社会常識としてまかり通ってきたことに対

する人の意識を変えるには時間がかかります。一人ひと
りが自分のできるところから行動を起こすことが大事で

12月12日、市役所のロビーで、“音楽の玉手箱デリバリ
ー（出前）コンサート”が行われ、１００人を越える多く
の市民で賑いました。
“音楽の玉手箱”とは、昨年の４月から、ふれあい文化

センターが行っている企画。地元の演奏家を登録し、学校
や公民館、個人宅など、市民の要望に応じて音楽家を出前
するという大変ユニークなもの。
今回のコンサートには、八尋

や ひ ろ

祐子
ゆ う こ

（バイオリン）さん、
本田
ほ ん だ

實
みのる

（チェロ）さん、大庭
お お ば

晴美
は る み

（ピアノ）さんが出演。
訪れた市民は、奏でられるバッハやクリスマスソングの美
しい調べに耳を傾けていました。
市役所でのコンサートは、毎月第２火曜日、お昼の12時

20分から行われる予定です。
“音楽の玉手箱”についてのお問い合わせは、ふれあい

文化センター（�584－3366）まで。

ホームページアドレス（URL）http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

△みんな元気に、そーれっ!

v
ピ
ア
ノ
三
重
奏
に
よ
る
美
し
い
調
べ

す」と締めくくりました。
なお、当日は、講演会に先立って「男女平等

作文コンクール」の表彰式も行われ、市内の小
中高校生６５９人の応募作品の中から優秀賞に
選ばれた次の６人に賞状と記念品が贈られまし
た。（敬称略・写真左から）
臼井　涼（うすい りょう）天神山小学校６年
森山　めぐみ（もりやま）春日南中学校３年
内山　彰子（うちやま あきこ）春日中学校２年
矢部　彩子（やべ さいこ）春日高校１年
安部　萌（あべ もえ）春日高校１年
入江　麻美（いりえ まみ）天神山小学校６年
※　入選作文には、後日、市報に掲載します。

大
勢
の
市
民
が
参
加

v
安
河
内
興
二
さ
ん
の
講
演
に
、

u
井
上
市
長
と
一
緒
に
記
念
写
真




